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戦後児童サービスの必要性の認識
坂　内　夏　子　　
はじめに
本稿は，戦後日本における児童サービスの流れから，図書館における児童サービスに関する認識
について考察することを目的とする。戦後から 1970 年代という児童サービスの必要性の認識が定着
した時期に焦点をあてる。
現在，図書館の運営形態の多様化から専任の児童サービス担当者が減少し，先が見えにくい状態
である。児童サービスの軌跡をたどると，社会におけるそれへの期待と運動によるところが大きいが，
児童サービスが，1960 年代の所謂『中小レポート』（1963），『市立図書館』（1965），『図書館政策の
課題と対策　東京都』（1970），『市民の図書館』（1970），東京都日野市立図書館の実践を経て公共図
書館に市民権を得た，つまり図書館界において児童サービスに対する認識の変化がもたらされたと
いう見方が先行研究にある 1。また司書制度の未確立など現在も変わっていない。当時の児童サービ
スの実態はどのようなものだったのか。何がどのように児童サービスを方向づけたのか，そういう
観点から児童サービス史を捉え直したい。
本論の構成は以下の通りである。第一に戦前における児童サービスの実践者や組織，第二に被占
領期アメリカ教育使節団報告書における児童サービスに関する指摘，勧告を踏まえ戦後児童サービ
スに対する認識，第三に児童サービス研究の組織化をたどる。第四に各地で展開された活動の一例
として高知市立市民図書館を取り上げる。第五に『中小レポート』成立の前後に何が目指されたのか，
それをどう評価できるのか考えていきたい。
1．戦前における児童サービス
（1）児童室の必要性
近代日本公共図書館の起点は書籍館（1872）にあり，以降各地に 15 歳以上を対象に設立された。
うち，児童を対象としたのは大日本教育会書籍館（1887）が最初である。①小学生で図書を閲覧す
る場合は学校長の許可証を必要とする，②閲覧する図書は図書館所蔵目録のうち学校長が選択推薦
するものに限る，③毎月末に小学生の図書閲覧表を作成し学校長に送付する，を定めた。閲覧は有
料であった。学校の課程外の自由な読書は有害であるとされる中、同館が児童サービスを開始した
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背景には，田中稲城による教科書中心の学校教育に対する批判や児童文学・課外読物への着目があっ
た。同館新築書庫落成式（1890）での彼の講演である。
1900 年前後に，全国各地で小規模な私設文庫や学校付設の児童図書館が生まれた。公共図書館の
児童サービスの本格化に先駆けて地域の実情に根差したものである。子どもに文学的嗜好は期待で
きないから手軽な娯楽読物を与えておけばよのではない。書物の影響は重要である。実際に読物に
熱中しお話を楽しむ子どもたちがあった。
（2）大橋図書館
大橋佐平は博文館を 1887 年創業し，「日本之少年」「少年世界」「少女世界」「世界お伽文庫」など
児童雑誌や児童書の出版を多く手がけた。佐平は 1893 年に欧米出版事情を視察，欧米諸国の図書
館事情を見聞した。公共図書館が市民の自己教育の場として重要な役割をはたしていることを知り，
息子とともに大橋図書館を 1902 年設立した。当初児童室は設置されなかったが，12 歳以上，小学 5
年生以上の者の閲覧を許可し，大人の中で子どもが読書する姿が見られた。市内の小学校，女学校
の成績優秀者として学校長から推薦されると奨学閲覧券（無料）が発行された。児童書の充実に向
け「少年図書目録」（1910）を刊行し，巌谷小波の口演童話や映画会などに大勢の子どもたちが集まっ
た。博文館の「太陽」は坪谷善四郎（東京市市会議員）を編集長に，渡辺又太郎（日比谷図書館長）
や竹貫直人らが公共図書館の存在意義の紹介に努めた。
（3）田中稲城による「学校外の教育」
図書館に関する「学術旅行」（1888）を経て，田中稲城は日本文庫協会初代会長や帝国図書館初
代館長を歴任，文部省編『図書館管理法』の編纂に携わり，学校外教育の重要性から児童サービス
に言及，図書館の任務と職員の必要性を指摘した。田中は学校教育中心主義を批判したのである。
子守歌や昔話，草双紙小説など子どもたちが影響を受けるものは沢山あり，学校外教育の役割は大
きい。従って課外読物のよしあしを判断し子どもの読書を導くのが図書館の役割であり，図書を選
択し子どもの読書を指導する職員が必要だという。1887 年大日本教育会は，神田一ツ橋に付属書
籍館小学部を開設した。所謂児童を対象とした最初のものであった。田中は同館書庫落成式で「学
校外の教育」として子どもの読書の重要性を説いた。1897 年帝国図書館官制公布，田中が館長に
就任した。1899 年図書館令の公布により私立図書館に法的根拠を与えられた。公私立学校におけ
る図書館を認め，設置には国の許可を要し，公立図書館の有料を許可した。「書籍館」から「図書
館」となり，館数は増加した。また少年少女を対象とした読物雑誌の創刊がはじまるが，1903 年「小
学校令中改正」により教科書の国定制が決定した。以後国家イデオロギーが子どもへ直接に達する
ようになる。
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（4）秋田県立図書館・山口県立山口図書館　〜佐野友三郎〜
秋田県立秋田図書館は設立（1899 年 11 月開館）の時点では利用者の年齢に関する定めは設けら
れていなかった。佐野は，翌年 4 月に県立秋田図書館長に就任し，同年 9 月には図書館規則を改正し，
12 歳未満の子どもに「登館して図書を借覧することを得す」とした。佐野はそれ以前に山形，大分，
広島の中学校の教員経験があり，1901 年秋田師範学校教師を勤めている。
佐野は 1902 年「米国巡回文庫起源及発達」を秋田県教育会雑誌に発表した。次年度より県立秋田
図書館において開始することになっていた巡回文庫について「本邦に例なき」ゆえにアメリカの巡
回文庫を調査した結果が示された。
州立図書館は巡回文庫を通して公立図書館に図書を供給し，公立図書館も定期的に図書を購入す
ることでその意義を市町村に定着させる。州立図書館は大学拡張と同様に学校外教育の主要機関で
ある。巡回文庫がより現実的であり，館外の活動は広いニーズに応えるものであった。また 12 歳未
満の子どもの閲覧を可能にするために，児童室設置の必然性を説いた。
佐野はその後 1903 年 3 月に山口県山口図書館長に就任，7 月に山口図書館開館した。夜間開館，
児童室の開設を実現させた。
児童室開設をめぐり議論が展開された中，佐野は国民教育修了後に補習教育への意欲をもたせる
ためには読書が一番であり，小学教育時代からそれを養成すべきだという。従って小学校と図書館
の連携を説いた。
（5）大阪府・京都府・宮城県における児童室
大阪府立図書館は，1904 年婦人室の一部に 12 － 15 歳を対象とした「少年閲覧室」（閲覧料 2 銭）
を開設した。1910 年には年齢を 10 歳に，閲覧料を 1 銭に引き下げた「独立の児童閲覧室」となる。
館長今井貫一によるところが大きい。少年少女の読物を幅広く集め「児童が勝手に取り出せること
が出来るやうな書棚」に入れた。開架式の採用である。女性図書館員も子どもの世話を担当しお伽
噺などを聞かせた。児童閲覧室は西洋草花の植木鉢を机の上に並べ，かわいらしい椅子やテーブル
が設置され，子どもの好きそうな絵画を飾るなど楽しい雰囲気を作り出した。「時時少年談話會やお
伽噺會をも開き児童の讀書と家庭との連絡を取る」ため「父兄をも時々請待して意見をきく」とい
う方針であった 2。「腕白盛りの児童にも似合はず，皆大人しく借た書籍を読んで居る」という 3。し
かし一般閲覧室の拡大に伴い 1921 年児童閲覧部は廃止された。
京都府立図書館は 1898 年開設，1904 年館長に湯浅吉郎が就任すると翌年より児童閲覧室を設け
無料公開をはじめた。湯浅は 1902 年に渡米，シカゴ大学などで図書館学を学んだ。湯浅は図書館の
目的を「学校以外の教育」を行う，「学校にての教育の外総ての教育を人間一生の間為す」ところと捉
えた 4。生涯教育の場として児童室を位置づける。従って「無料に随意に入館する」仕組みで子どもの
自由な読書を支え，「自動的に読書する」習慣の養成のため，「児童教育に経験のある」館員を配置し「児
童のために書籍の選択」や「貸与の世話」を担当した 5。湯浅は図書館員の養成を重視したのである 6。
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（6）東京市立日比谷図書館における児童室
1904 年 3 月，東京市会議員坪谷善四郎は「通俗図書館設置に関する建議」を市会に提出，全会一
致で可決された。建議の冒頭に図書館は「普通教育機関」として「尋常高等の各小学校と並び立ち
児童をして任意に学ばしむる所」と位置づいた。図書館建設の任にあった東京市教育課長戸野周二
郎は，アメリカ図書館学者ダナに学び，『学校及教師と図書館』（1909）において「児童図書館」に
ふれた。館長には渡邉又次郎が起用された。渡邉は帝国図書館主任司書，第五高等学校教頭を歴任
している。日比谷図書館児童部嘱託であった竹貫直人は 1906 年自宅にて竹貫少年図書館を開いた。
「少年世界」の編集者で今澤との共著『児童図書館の研究』（1918）がある。竹貫は日比谷図書館児
童室開設の際，蔵書を譲渡している。
東京市立日比谷図書館は 1908 年の開設と同時に児童室を設置した。盛況であったと同時に，その
是非を巡り議論がおきた 7。小学生が図書館に通い，小説を読むことは有害とみなす考えが強かった。
各新聞に日比谷図書館児童室の盛況ぶりが報じられ，その活動が注目されるにつれ児童図書室に対
する偏見は薄らいでいく。
1910 年文部大臣小松原英太郎は各地方長官にあて訓令を発し「図書館施設ニ関スル注意事項」を
付した。図書館は「成るべく児童室，婦人室などを設けることが望ましい」こと，「健全有益の図書
を選択する」ことが指摘された。翌年文部省は『図書館書籍標準目録』を刊行（児童書 488 冊を含む），
1912 年『図書館管理法　改訂版』は児童閲覧室やその運営にあたる館員に触れた。編纂した田中は，
児童図書閲覧室に書架を備え児童用図書を陳列し，児童室を運営する専門の職員の養成を説いた。
職員は「読書ノ監督誘導」「書籍雑誌ノ使用法，図書ノ展覧説明，有益ナル談話等ノ方法」をもって
幼少期より読書習慣を養う役割を担う。書籍は「一生ヲ通ジテ知識ノ淵源ト為ル」ものである 8。
1914 年 12 月今澤慈海が日比谷図書館長に就任（1931 迄），児童閲覧料は無料，児童は「先ず図
書館に通ふ習慣を養ふ必要がある」として児童室活動は図書館の軸となった。それを支えるのは館
員である。今澤は，館員の役割として，子どもには「常に細心の注意を払ひ図書の選択を指導する
こと」，子どもの成長に応じて「適応する図書を与へること」を指摘した 9。子どもに適切な図書を
手渡すには相当な研鑽が必要であり、職員の専門性が認識されている。
2．戦後児童サービスの必要性の認識
（1）「アメリカ教育使節団報告書」
アメリカ教育使節団報告書（文部省訳）は，1946 年 3 月 30 日に連合国軍最高司令部に提出され
たものである。報告書をめぐる評価は様々であるが，これが終戦からわずかな月日でなされたこと
は意義深い。「長期間にわたつて日本を再教育して，その方向を向け直すやうな計画を立てる責任が
ある」10 というアメリカの認識が示されたものである。
序論において，日本人の民主主義的可能性に信を置くこと 11，教師の最善の能力は，「自由の空気
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の中においてのみ十分に現はされる」もので，この空気をつくりだすことが行政官の仕事である 12，
という取り組みと姿勢があらわれている。具体的には成人教育は「人的資源の最高度の発展を求め
る社会にとつては必要欠くべからざる」13 であり，その最初に公立図書館が位置づけられていた。
図書館の組織は公立であったが無料ではなかった。受益者負担という考え方である。文部省は公
立図書館事務にあたる管理者を置き，その職務は全国の図書館を援助して図書目録や書籍解題書を
刊行，図書館管理事項について助言を与えること，政府の使用しうる資源の分配に対して責任を持
つことで，図書館の標準を確立するものである。都道府県により図書館長が任命される。また各図
書館は，学校内に図書収集分館を，公共建物内に図書庫を持ち，設置が遅れる地域には特別な公益
事業が求められるというものである。さらに日本の文学の欠点として，児童書籍が比較的少ないと
され，最初の公立図書館が児童読物を積極的に収集すると，「児童期教育に及ぼす究極の効果」は大
きいと指摘があった 14。これがどの程度受け止められたのか考える必要があろう。
（2）図書館法・法施行規則・図書館学講義要綱
憲法（1946），その理念を教育の分野で具体化するものとして教育基本法（1947），社会教育の分
野では社会教育法（1949）が制定，国や地方公共団体の任務は「すべての国民があらゆる機会，あ
らゆる場所を利用して，自ら実際生活に即する文化的教養を高め得るような環境を醸成する」とした。
うち成人教育でまず指摘された図書館に関しては，図書館法として 1950 年に制定，図書館法施行規
則第 4 条において，司書講習の必修科目 11 単位以上の中で「児童に対する図書館奉仕 1 単位」とさ
れ，昭和 26 年度図書館専門職員養成講習より実施された。『図書館学講義要綱』（日本図書館協会，
1951）において，「児童に対する図書館奉仕」にページがさかれた。
文部省において戦前役職にあった者が戦後も組織に残る。結局は根本的に変わったというわけで
はない。行政の内部ではなくむしろ社会の変化が大きかった 15。そのような状況にあって一部の図
書館，館長の奮闘があった。
（3）児童図書館に関する実態調査
児童図書館の実態を把握しようという動きがみられた。その調査項目をみておきたい。まず第一
に「日本の公共図書館　1952　統計」（全国の公共読書施設の実態調査集計　日本図書館協会公共図
書館部会編）では，利用者　閲覧人数（館内，外）成人などの統計があることから，団体貸出を重
視していたことが窺える。
1952 年に公共図書館児童室を調査した際，全国主要図書館 50 館に調査票を配布したが，半年で
10 館程度しか回答がなかったという。（回答 2 割）。調査に応じ得る能力を持たない児童室職員が 8
割ほど占めていたのではないか，図書館サービスにおける児童サービスの低さを物語るという指摘
がある 16。
「日本の公共図書館 1954，1955」では，蔵書のうち児童用（児童資料の統計）を各館別集計を取っ
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た。団体貸出の重視，児童資料およびその利用者としての児童への注目がある。
こうした調査は定期的に継続して実施されるが，調査項目として，図書館数　児童室，コーナー
を有する率，本館・分館，蔵書冊数　成人用，児童用，区別なし，団体貸出がたてられている。
第二に 1954 年設立の児童図書館研究会機関誌『こどもの図書館』がある。各館の報告，実態調査，
子どもの本（絵本等）の研究成果が示された。例えば次のような点である。
都内公立図書館児童室設備状況，児童図書館は学習にどれだけ利用されているか，児童閲覧室訪問，
中学生の読書傾向，中間読物，勤労青年と図書館の結びつき，貸出登録制，子供の雑誌調査，児童
雑誌の付録，中学生はどの程度一般読物を利用しているか，児童室の対象の問題，児童の読書傾向，
児童図書館と学校図書館，岩波子どもの本，子供を守る文化会議報告，読書傾向調査，図書館協会
の推薦図書と選定図書，特殊学級児童，はやり物，児童サービスの問題，本の入手経路，子供が選
んだベストスリー，戦後 10 年児童雑誌発行状況，探偵小説と少年少女，国立国会図書館に児童図書
資料室を，宿題・受験・児童室など。
第三に『日本の児童図書館　その貧しさの現状』（1957）である。1952 年より日本の公共図書館
の実態調査，1956 年日本図書館協会公共図書館部会における児童図書館分科会の設置，1957 年に
全国の児童図書館調査の実施，それをまとめたものであり，調査項目は次の通りであった。利用児
童   館内 507 万人（1 日平均 204 人）　館外 151 万人（1 日平均 116 人），蔵書　85 万冊　5％，児
童奉仕館　児童室 29％，児童書 42％，児童図書館面積　10 坪未満 21％，20 坪未満 58％，年間図
書費  5 万未満 36％，10 万未満 67％，年間受け入れ 100 冊未満 26％，200 冊未満 50％，児童図書
館員  専任 140 人，兼任 262 人，臨時 35 人，男 208 女 229，児童奉仕館 518 館。これらをもって日
本における児童図書館の貧しい現状と認識された。
（4）児童サービスに対する問題意識
「児童に対する図書館奉仕全国研究集会」が最初に開催されたのは 1959 年であった。その経過を
みると，1955 年 2 月号日本図書館協会『図書館雑誌』において「児童に対する図書館奉仕」の特集
が組まれ，翌年同協会公共図書館部会に児童図書館分科会が設置された。同分科会は 1957 年全国の
児童図書館調査を実施し，『日本の児童図書館　1957・その貧しさの現状』（1958）を刊行しており，
児童に対する図書館奉仕として，次の点が指摘された。
公共的読書施設として図書館が現われて以来，「真」に「純粋」に「図書館を愛してくれた」とい
う点では，子どもが一番であり，学生は「功利的で，試験のため，宿題のための図書館であった」
として，筆者自身，子ども期に「無料の入館券をもらうのがどんなに楽しかったことか」と振り返
る 17。そうした飽くことなき書物への思いをもつ子どもたちに対して，現実にはマンネリズム，俗
悪漫画，コマーシャル・ベースの問題がある。書物の選択は難しい。
広島市児童図書館職員は，児童図書館は「決して学校図書館の補充ではない」とした上で，「児童
に対する社会教育の現場における教師」として誰でも好きな本が自由に読める児童図書館本来のあ
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り方の追求の必要を訴える。図書館暦を基に図書館行事を重要な事業とし，学校図書館の不十分さ
を鑑み児童図書館の参考事務を位置づけ，推薦図書とは別に新刊児童書の紹介記事を掲載，図書館
利用法の周知，読書に加え「子どもの個性発見の伸長」「文化的な社会生活練の場」として自主的に
運用される子どもたちの校外読書研究グループの重要性をとくものであった 18。
小田原市図書館は，図書館経営に関する予算の貧弱さを指摘する。図書館と子どもの間には様々
な人が介する。図書館がその資料だけを持ちまわる運営にはその主体性が見いだせないという 19。
品川区立図書館は，公共図書館における読書指導について学校図書館におけるそれとは違うこと
をあげる。所謂厳しさや強制を伴わないものである。手を洗う，静かにする，本を丁寧に扱う，借
りた本は期日までに返すなど正しい読書習慣に向けた規則以外，子どもは自由である。幅広い年齢
層の子どもに対し計画を立て定期的，継続的に行わなければならない，自由な楽しい環境，雰囲気
のなかで子どもの良い能力は引き出しのばされていく 20 ものである。
中野区立図書館は，学校図書館との連携について，児童憲章 9 条に立脚しながら，子どもに良い
遊び場と文化財を整えるために，学校，学校図書館，親，公共図書館が協力する責任と義務ある 21
と指摘した。
横須賀市立図書館長の竹田平は，児童図書館の運営は職員にかかっているが，児童図書館員は日
本には厳密には実存しないという。児童図書館サービスが全図書館サービスの中に占める位置の低
さを物語っている。従って児童図書館専門職員養成機関の充実の緊急性をあげる 22。
ロバート・ギドラーも同様に児童・青少年に対する奉仕を公共図書館に位置づけ，図書館学教育
において司書の養成を義務付ける 23。
興風会図書館長佐藤真は，児童図書館の建設が非常に遅れていると問題視する 24。子どもに対す
る深い愛情をもって「子供の楽園」づくり運動を展開させるべきだという。
母親の立場から，まつなが・ふみこは，子どもと本をいかにつなぐか，それは専門家ではなく子
どもが好きで本が好きであることが一番だと述べる。つまり気軽に行ける小さな図書館でも十分だ
というものである 25。
1959 年第 1 回児童に対する図書館奉仕全国研究集会は，図書館の児童奉仕の在り方を主題にはじ
まった。
3．児童サービス研究の組織化
児童サービスに関する関心が高まり，各地に研究グループが誕生した。その問題意識をたどるこ
とにする。
（1）児童図書館研究会の設立
研究会の事務所を品川区立図書館内に置き，児童図書館の研究とその発展充実を図ることを目的
とした。児童図書館運営に関する研究，児童図書館の発展のための宣伝，啓蒙，優良な児童図書の
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推薦紹介，児童図書館の資料，用品の研究，他の図書館や児童関係団体との連携，機関誌の発行が
事業内容であった。また根本的な点が問われた。児童図書館職員が児童や，図書館を分かっていな
いゆえに，まず児童図書館とは何かを知るべきである。児童図書館員の素質は，児童図書館員と児
童との結びつきから大切である。子どもが自分で図書を選んで読み，自分のことは自分でできるよ
うな子どもを育てたい。そのために本の貸し借り以外のレクリエーションも大切になる。図書館に
行くことや図書館で本を楽しく読む経験が乏しい子どもが少なくない 26，などである。
また児童図書館の読書指導いかんで，幼少期には読書を好むが成長につれ，すぐれた文学作品に
進むものと，生涯娯楽物に止まるものに分かれる。学校図書館について，自分の学校の図書室をつ
くるのにその本の選択を教材会社に任せて平気な人もいる。どんな本が必要なのか教師も分からな
い。新教育制度のもと図書室の必要性もわからない。つまり法律によってつくられるのではなく，
教育の中の要求から図書室が作られ，育てられていくものであろう 27 と論じられた。研究会を軸に
子どものことを真剣に考える大人が集った。
（2）児童図書館の「貧しい」現状
居石正文（高松市立図書館長）は，図書館研究分野の中で児童奉仕に関する研究はまだ不十分で
あることを指摘した。
明治後期，府県立図書館の設立や移管により児童の入館の許可がはじまり，大正期，児童奉仕が
漸く図書館界の共通課題となり，研究する意欲が現れた。昭和にかけて府県立図書館が開設され，
その大部分に児童閲覧室が設けられるようになったが，大都市に限られたものであった。結局は児
童奉仕と小学校教育の混同，軍国主義による国定教科書中心主義のもと，一時中断した。
戦後，新教育の実施，学校図書館の発展，アメリカ公共図書館からの児童サービスの移入による
刺激から児童サービスに対する全国的関心が高まった。児童室の設置は市立図書館において多い。
子どもは地域の図書館に足を運ぶ。しかし町村立図書館の発達の不十分さから児童奉仕のそれも弱
い。巡回文庫の運用が有効である。児童利用者の多さにもかかわらず成人用図書に比し児童用図書
数が極端に少なく，児童に対する巡回文庫の普及は貧弱である。人が大切であるが，日本ではアメ
リカのように児童司書を養成する機関がない。児童分館や独立児童図書館，町の児童文庫，子供会
と組織の多様化に伴い，公共図書館の児童サービスとの協力援助体制が求められる。
児童奉仕研究グループは，児童図書館研究会，児童読物研究会，各地域研究会，日本図書館協会
公共図書館部児童分科会など深まりをめざしてきた。図書館が初めて子どものために何かをしよう
と取り組んだ，視聴覚資料の収集と利用，悪書追放，地域の子ども会と読書活動の結合，学校図書
館における公共図書館の児童奉仕への理解，子ども観の進歩，閲覧児童のグループ活動，クラブ活
動などの実施が示されている 28。
子どもは図書館児童室において限られた時間内においてのみ読書を楽しむものではない。総合的
観点からの捉え直しが求められる。
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（3）「こども図書館の手引き」（1959）
「こども図書館の手引き」（1959）は，「児童図書館の実態調査」（1958）から，施設の不備以前に
職員予算経費の貧弱性の問題性や私設文庫や読書運動に従事する人々の苦労を知ることで，子ども
への思い，協力の在り方を考える課題の提供をめざしたものである 29。
次の点から構成されている。
こども図書館はなぜ必要か（竹田　平　横須賀市立図書館長），
どのようにして始めるか（清水　正三　江戸川区立小岩図書館長），
運営の仕方（北島武彦　文部省図書館職員養成所教官）
図書目録（児童図書館研究会）
子どもは大人の適切な関わりにより，たくさんの本を読むものである。満 2 歳頃になると絵本を
好み，単純な動物や乗り物の絵本から昔話，筋のある動物物語，新しいお話よりも同じお話を繰り
返し聞きたがり，お話の筋を覚えてしまう。小学生になると童話や冒険探偵小説へ発展する。子ど
もは元々は本が好きであるが，読書意欲を満たすに十分な本が子どもに与えられていない。家計状
況は厳しく，学校図書館の実際は専任司書教諭はなく，貸出も不十分であり，公共図書館の 7 割は
児童室がない。備えられている児童書は 5.1％であり児童室の増設が急務である。従って貸本屋が図
書館の代わりになっている。貸本屋で借りられている本の内容は，マンガ，小説，雑誌，伝記，童
話の順であり，子ども―貸本屋―マンガ―雑誌とつながる。児童憲章の「すべてのこどもに善き文
化財が与えられる」には程遠い子どもの読書環境である。全ての子どもがいつ，どこでも，たやすく
本を手に入れることができるように望むと述べられている 30。
サービスを支える設備，職員や経費は非常に乏しく，国や地方公共団体，地域社会の理解，図書
館側の熱意努力，親の協力も問題である。その一方で，個人の努力や団体の協力で本を収集し，文
庫を立ち上げ，それを土台に読書運動を続ける人たちが多い。サービスをあたえてやっているとい
う意識はそこにはみられない。図書館は，成人対象に止まるのではなく，子どもたちのために常に
よい読物や視聴覚資料を提供することでその健やかな成長を願う強い決意が感じられる。
4．高知市立市民図書館「市民の図書館」
（1）高知市立市民図書館における実践
高知市議会の事務局長渡邊進が高知市民図書館長に就任した当時，四国地方の図書館界は館長の
活躍が元気な時期であった。1960 年代から 70 年代にかけて公共図書館の発展期という捉え方から
同時期の実践に注目されがちだが，それ以前に館外貸出，移動図書館，分館活動を実現していた館
もあり，同館もそれに相等する。
高知市民図書館について追ってたどってみる。
昭和 22 年　高知議会内に全国初の地方図書館室が誕生した。
23 年　　　 議会図書室を議会図書館に改称，一般市民に開放した。
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24 年 6 月　 市議会にて市民図書館の開設を議決，9 月議会図書館資料を基礎に付設の形で市民図
書館を開館した。
25 年 4 月　貸出文庫の開設，8 月夜間閲覧を開始した。
26 年 4 月　開架式，大型ブックモビル活動開始。
27 年 3 月　 開架書架を拡充，成人向け図書の館外貸出を開始，4 月市の農業改良普及員と協力し「農
業書を読む会」をはじめる，5 月県の労政課・労務事務所と協力して市内の会社，向
上の労働者を対象にした労働文庫が始まる。
28 年 6 月　 市民叢書開始，7 月大型・小型 2 台による自動車文庫サービス網が拡大される。
29 年 4 月　 本館，周辺地区で読書会活動開始，8 月子供会社会科教室発足，学校と協力し課外に
写生会，生物採集を行い図書館主催にて定期的に公民館などにおいてその成果を発表
する。
30 年 8 月　全国都市行政ベスト・テン図書館の部に選ばれた。
32 年 6 月　 旭分館，資料は本館から提供職員を地区の負担で雇う，地区立的。7 月児童書の貸し
出し開始。
33 年 9 月　 一般閲覧室，研究室・児童室・集会室など拡充，10 月子どもの国に児童図書課設置，
子ども会を児童室係とブックモビル係との共同担当，月 2 の定例行事。
34 年 7 月　PTA 家庭文庫貸出開始。
35 年 1 月　 移動子供会開始 31。
1950 年代からすでに着々と実績が積み上げられてきたのである。
（2）ユネスコ協同図書館事業の経緯
世界各地に一般向けに新しい奉仕のやり方を試みている図書館があり，それらがユネスコの指定
する実験図書館として，各々の実践や経験を報告し合い，切磋琢磨することを目的としたのがユネ
スコ協同図書館事業であった。
日本の公共図書館の活動は途上でモデルケースの図書館の先進さに学ぶものである。
実際に公共図書館の第一線は府県立ではなく市町村立で，10 万〜 20 万の人口規模の市が適当で
ある。市当局が図書館に理解を示し，予算を確保し，有能なスタッフを有することが望ましい。高
知市は図書館，教育委員会，市長から事業への積極的参加意思表明があった。同館の取り組むテー
マは「民衆に直結した図書館」であった。一般に日本の公共図書館には民衆の必然性により発生，
発展したとはいいきれない面がある 32。
（3）移動図書館
高知市民図書館は先進的な活動をしていた一部の館であり，自治体図書館奉仕網が念頭におかれ
ていた。
04A-202-坂内.indd   62 13/03/07   14:54
戦後児童サービスの必要性の認識（坂内） 63
ブックモビルについて，高知市民図書館は大小 2 台を奉仕の主体化のために導入した。1 か月に
17，18 日巡回，うち 7 － 8 日間は資料を整備し，子ども会の行事を本館児童室と共催して行う。館
の内外の児童奉仕を重要施策として取り上げる考えがみられる 33。
「農業文庫」は，農村の読書運動は「農業の近代化と結びついたものではなくては嘘」であり，「農
民が物知りになりさえすればいいというものではない」ことをまず掲げる。めざすところは「農村
の民主化を推進する」ことで農業改良普及員と生活改良普及員が同乗した。児童室における働きか
けのほかに子どもたちの希望による自主的なグループ活動を育てるために，ブックモビルに子ども
たちを乗せて写生会や採集会や集団見学などを実施した。
「高知市民図書館自動車文庫配本所青空読書クラブ」では，家主が文庫を管理し，子どもの本を中
心に約 120 冊が公開利用されるようになった 34
自動車文庫利用団体が全域に散在し，図書館のサービスとして，児童の読書傾向を連絡する「親子
通信」の発行により，児童の保護者も図書館の利用者として取り込もうという試みが展開された 35。
（4）分館活動
分館は 5 分館，三里，旭，行川，水道局内，子どもの国に設置された。加えて江の口，潮江，下
知も設置予定である。旭分館は，毎日約 100 人，館内利用者のべ数は開館より 1 年強で 32946 人となっ
た。貸出制度は旭市民図書館運営協力会による会員制（1 か月 50 円の寄付）により成人図書は 1 週
間，児童図書は 3 日間と規定された。館外利用者も同時期のべ 23915 人に達した。ここで婦人読書
会，教養講座，児童の集まりなど集会活動によって市民と結びつくような活動が継続的に行われた。
地区の分館も地区公民館の活動に並行しながら図書の貸し出しを中心に，読書会，討論会を行うこ
とで，のべ 11173 人が図書の貸し出しを受けた 36。公民館と図書館という社会教育施設の連携により，
市民の読書に深まりをみせた。
（5）館外貸出
図書の貸し出しをめぐり，満 18 歳以上の高知市に住居をもつ者，特に必要がある場合は 15 歳ま
で年齢をさげ，貸出料は無料であるが，図書貸出券の交付を受けるために保証金を必要とした 37。
児童図書貸出は館内貸出と館外貸出を可能とし，高知県在住の小学生，中学生を貸出対象とした。
一般図書のように保証金はとられない 38。
蔵書について，図書館資料管理規則を定め，常に図書館資料の質的向上を図るものとした 39。
図書館奉仕の基本的な考え方は，サービス対象を 50 万人に，読書を生活の中に，成人教育の中心
にすえ，婦人への働きかけも含め，開架制，貸出の普及を現実のものにすることであった。図書館
に来て図書館の中で読むという館内閲覧からの脱却であった。
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（6）レファレンス
人口 19 万人の図書館が 3 年以内にサービス対象を 25 万から 50 万に倍増させるという目標をたて，
ユネスコ協同図書館事業計画書（1956）では，①民主主義教育の殿堂としての図書館，②市民の知
識源，資料源としての図書館，③すべての読書する市民にサービスする図書館という一般目標を掲
げた。これまで公共図書館の利用者が一部に限定される点を最大の問題とし，図書館の理想は「無
限のひろがりにおいて大衆と結びつく」と捉えたのである。そのためには館の運営を図書館資料の
確保，職員の適性配置，施設の充実の観点から見直すことが求められた。それが貸出の普及につな
がり，それを開架室，閲覧室の充実，新しい資料など蔵書構成の良好さが支えている。加えて重要
なのがレファレンスである。実際には館内奉仕を 4 名の職員でさばく，うち 1 名が持ち込まれる参
考質問に対応していた。郷土史関係，資料に関する問い合わせ，生活的な物の調査等の依頼が平均
30 程度であり，レファレンスの充実が不可欠であるとされた 40。資料と人をつなぐ重要性の認識で
ある。
（7）児童へのまなざし
高知市立市民図書館がユネスコ協同図書館事業に参加する際に児童奉仕の目標としたのは，「読書
の興味を喚起すること，読書の習慣を養うこと，本の利用法を習得させること」を通して「児童の
生活指導をすること」であった。従って児童室は市民図書館のうち最も入りやすい，わかりやすい
位置に設けられることになった。書架は成人と同程度ものであり，子どもたちの希望により天体望
遠鏡を備え自由に利用できるようにした。児童の貸出は盛んで登録児童は 1300 名，1 日平均利用児
童は 200 人，館外貸出は 120 人という記録がある。専任係員（司書）が配置され，子どもに付き添
う保護者（母親）の存在にも目を向けている。具体的には係員の発案による「親子通信」である。
児童の読書傾向を職員と親が知ることで，子ども，親，図書館が結びつくようになった。また全国
学校図書館協議会からの必読図書の推薦を掲示した。児童室は，読書の働きかけ以外に子どもたち
の希望で自主的なグループ活動の育成にも力を入れている。図書館行事として定期的に紙芝居，童
話，映画，幻燈，歌唱の会を開催する，館外活動として教育，レクリエーション活動を行うようになっ
た 41。社会における児童サービスへの認識の表れである。
5．「中小レポート」成立の前後
（1）「中小レポート」（1963）
1960 年代日野市長をつとめ，戦後日本の公共図書館の発展の基礎を築いたとされる有山崧は，市
民の自由，分館網，資料提供と読書運動を重視した。「中小レポート」をまとめる際に清水正三と前
川恒雄は中小図書館こそ公共図書館のすべてである，資料提供，奉仕活動（これまでの保存整理中
心からの脱却）を三本柱とした。中小レポート作成は若手が多く，清水は 40 代前半で児童サービス
の経験あり，他は 2 － 30 代であった。清水の他に児童サービスの経験があるのは森博のみであっ
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た。森は秋岡悟郎（大田区図書館長）のもとで先進的な児童サービスに立ち会った。秋岡は小河内
芳子に児童図書館員になることを勧め，京橋図書館で児童サービスを実施した経験をもつ。清水は
話し合いを重視したが，森は 1 年で会を脱退した。児童サービスに対する認識は今一つであった。「中
小レポート」は有山が全国の図書館の調査を命じたところから開始，文部省から予算を得て期限ま
でに報告書をあげるものであった。「公共図書館の中核は中小である」というキャッチフレーズは話
し合いの勢いで出された面もあり，全面的賛成でなかったとする者もいる。一般貸出を主張するが，
児童は二の次的な雰囲気であった。「中小レポート」のために調査対象館を選び、全国をブロックに
分けて聞き取り調査を行った。館内閲覧が図書館界では軸であった。貸出とは館内閲覧を意味した
のである。
日本の公共図書館はこれまで「本当に市民に対するサービスをしてこなかった」ため，「中小公共
図書館がもっと重要な位置にある」べきで，それには「館内あるいは施設中心にちぢこまるのでは
なく広く市民に奉仕する活動」が求められたのである 42。
（2）「児童図書館ハンドブック」（1963）
学校図書館については手引き，講座など出版物の蓄積がある一方で，当時児童図書館の全般に触
れた手引書は出されていなかった。児童図書館は公共図書館として正面切って取り上げるべきもの
ではないと考えられ，成人に対するレファレンス・サービスと読書普及の巡回文庫を公共図書館の
本来の役割とみなす傾向にあった。子どもたちの読書の楽しさ，喜び，感動を純粋なものとして，
そのための機会の提供を義務教育の普及と同様にすると日本においてなぜ考えられないのか。学校
図書館は学校教育体系下の機関である。「楽しい読書，自由な読書，魅力ある図書館，何でも分かる
図書館，いつでも利用できる図書館」は公共図書館の児童室の役割を語っている。「児童の尊重，義
務教育の普及，児童出版物の豊富さ」を持ち得ている公共図書館は生涯にわたって利用できる機関
であることを認識すべきだと説かれた 43。児童サービスが明確に公共図書館に位置づけられている。
（3）石井桃子「子どもの図書館」（1965）
石井桃子は児童書の編集，執筆，翻訳に携わった。子どもの本をつくるにあたり，石井は子ども
と本の関わりを知りたいと考えた。それがかつら文庫の開設であった。文庫の最初の 7 年の歩みを
記録した『子どもの図書館』は反響を呼んだ。特に全国各地で文庫活動に携わっている人々であった。
かつら文庫は子どもの本の質や児童図書館活動を考える上で大切な姿勢が示されている。かつら文
庫では「本を返す手続きをしたら次に借りる本を自分で選んで帰るまで誰にも干渉されずに放って
おかれ」，「文庫のおねえさんにこれおもしろいよと本を薦められることがあってもこれをよむべき
だとか何かを強制されることはなかった。」や「子どもを図書館に連れて行ったとき，どういう本を
薦めるか，という物差しは，かつら文庫にこういう本が置いてあったかどうか」であり，「選ばれた
質の高い本だけに囲まれて棚に並んでいるどの本をとっても質の高いよろこびをあたえてくれる本
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だ」という子どもが安心できるところ，楽しい場所であった。本を選び，子どもと本をつなぎ，紹
介する石井桃子さんやおねえさんがいたのである 44。
石井桃子氏は，「子どもがどんな本を実際に喜ぶか，どんなことが，どんなふうに書いてあれば子
どもにおもしろいか」を大人が理解しないとよい子どもの本が作れないこと，当時「自由に本を読み，
自然な反応を示す場所」が子どもに提供されていないことから，「かつら文庫」をはじめたという 45。
図書館が質の高い本をそろえることで出版社に対しても影響をおよぼすのである。
（4）「市立図書館　その機能とありかた」（1965）
図書館はなぜ必要なのか，市立図書館は市全域の市民に対して責任がある。図書館は建物のこと
ではない。市立図書館は市民の日常生活に直結し，そこに積極的に関わっていくべきである。よっ
て専門職員が必要である，という点が説かれるようになったものである。無料配布，当時は各市で
市会議員にも配布し，後の「市民の図書館」（1968）につながった。
県立図書館による館内閲覧が主流であった時期に館外活動こそ貸出であり，市町村立こそ市民の
ための図書館だという主張の意義は大きい。
表紙に「すべての市町村に図書館サービス網を市町村財政の 1％を図書館費に」と示された。「あ
なたの街に，図書館がありますか？あなたの街の図書館は，あなたのお役にたっていますか？」と
いう問いかけが市民，市長，議員，教育委員に向けられた。「中小都市における公共図書館の運営」
（1963）を踏襲しながら，新しく本当に役に立つ市立図書館像が追求されている 46。
（5）「業務報告　1967　昭和 40 年，41 年度」日野市立図書館
日野市立図書館について，本部はあるが本館はなく，2 台の自動車文庫と 3 つの分館がある。住民
奉仕のためのサービス・ポイントの整備を第一に考える。中小都市図書館でありながら，県立図書
館の約 3 倍の図書費（1050 万）による徹底した貸出を行い，住民に対し効果的に無料で資料を提供
する。蔵書構成の特徴として，児童書が不十分ながらも多い，複本を多くする，リクエストによる
図書購入が多い点が特徴である。
事務の合理化（図書の選択，装備，目録）を進める一方で，一冊一冊の本の扱い（ビニールカバーがけ）
は丁寧にする。自動車文庫や分館における活発な貸出を通して図書館の PR の現実化を進めている。
職員 13 名全員で業務に当たり，利用者が求めるもの，課題を理解し共有することができるとさ
れた 47。
『業務報告』の構成は以下の通りである。
発刊に際して（有山崧），発刊にあたり（永野林弘），日野市立図書館の方針，業務計画
貸出の重視，全域へのサービス，資料第一，図書館サービスの目標を現実のものにする
移動図書館　ひまわり号　1 号　全 1500 冊，2 号　全 2000 冊　37 駐車で 2 週間周期であった。
移動図書館の貸出中心で市内に徹底させた。
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多摩平児童図書館は 1967 年 8 月 24 日，高幡図書館は 1967 年 7 月 1 日に開館した。
児童サービスについて重視しているとの記載は特になく，まず職員を任命する点に重きをおいた。
当時の日野市長・有山崧によると，市民の公共図書館利用の低さは，市民の読書が公共図書館と
結びついていないことによるとされた。従って市が税金で本を購入し，市民への当然のサービスと
して市民に貸出することで，図書館の「社会保障的性格」が導かれた。また，建物より職員の充実
を優先し図書資料費の支出は惜しまないという姿勢より，年間貸出数が伸びた 48。
（6）「図書館政策の課題と対策　東京都の公共図書館の振興施策」（1970）
「中小レポート」を通して市民の身近に本を届けることをめざした。具体的には次の点である。
図書館利用者の住むエリアが狭くなる。
児童は 500 メートル，1 キロ以上の距離の住民は図書館を利用しないため，児童館や公民館など
も図書館の分室として位置づける。
分館をつくる足がかりとして，移動図書館の拠点に公共施設を利用した。つまり公民館と図書館
の関わりであり，設置率が低いところでは公民館図書室を分館扱いにしたのである。
東京都の政策の変化として，日本図書館協会の支援を受け，同様のものを目指すところが出てき
たことがあげられる。図書館サービスを求める都民に対して図書館はその要求に十分こたえ切れて
いない。従って貸出の重点化，市区全域における図書館サービスの実施，児童サービスの充実，図
書費の充実，専門職員の採用を課題とし，うち最重点施策として「都民の求める資料の貸出と児童
へのサービス」が指摘されるに至った 49。
（7）「市民の図書館　公共図書館振興プロジェクト報告」（1968），「市民の図書館」（1970）
モデルとして，日野，平塚，七尾，上田，市立防府図書館の事例が掲載され，当時は市民の図書
館という名称がよく用いられた。前半はのちに「市民の図書館」1970 となり，後半には事例集も併
記された。プロジェクトの目的は，市区町村立図書館の活動を共有し，拡大すること，相互交流し，
先進的サービスを普及し，日本の公共図書館の水準を高めることにあった。報告書は全国に無償配
布された。
次いで一般向けに 1970 年『市民の図書館』を出版した。構成は次の通りである。
公共図書館とは何か，いま市立図書館は何をすべきか，貸出をのばすために，児童サービスを広
げるために，図書館の組織網をきずくために，図書費を増やす為に，サービスを進めるための規制
と権限，奉仕計画。
今やらなければならないことは，市民の求める図書を自由に気軽に貸し出す，児童に徹底したサー
ビス，あらゆる人々に身近なサービス網をはりめぐらすことだという 50。当時実際には，県立図書館
の小型が市民図書館であるというように地方では考えられた。この「小型」をさらに小さくするとい
う解釈もあり，その際に児童サービスが抜け落ちていく危険性があった。県立と中小図書館の関係 
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も問題である。
ここで指摘された児童サービスの拡張について，学校図書館とは異なる児童サービスの重要性の
認識，入りやすい雰囲気の児童室，貸出において児童だからという制限は設けない，成人以上に児
童図書の選択には慎重さが求められる，貸出を中心に児童の読書を広げる，児童図書館員により子
どもと本をむすびつけることであった 51。
結論
以上本稿では，戦後公共図書館における児童サービスに対する必要性の認識について，児童サー
ビスの流れをたどりながら検討した。
第一節では，欧米の先進的な児童サービスに示唆を得ながら，戦前日本において児童サービスが
限定的ながらも，形作られた点に注目した。しかしなぜかそれは引き継がれていかなかった。制度，
歴史的背景，教育観などが絡む問題である。第二節では，戦後児童サービスに対する認識について
検討した。まず『アメリカ教育使節団報告書』の成人教育の箇所で，最初に取り上げられた「公立
図書館」について具体的な事柄がほぼ示されていた。しかしこれが実現されたとはいえない。『図書
館法』『図書館法施行規則』等の制定を経て司書講習必修科目 11 単位以上のうち「児童に対する図
書館奉仕」は 1 単位に止まった。児童図書館の実態調査からその「貧しい現状」が認識された。第
三節では，児童サービス研究の組織化の諸相をたどった。児童サービスへの関心が全国的に高まっ
た時期をみた。児童図書館界の「貧しさ」の背景には，図書館は館内閲覧が主で，従って閉架また
は半閉架の図書館があった。また，子ども図書館がなぜ必要なのか，ただサービスを与えるのとは
異なる。第四節では，優れた図書館活動の一例として高知市立市民図書館にふれた。しかし良い活
動は単発的なものに止まり，館長の交替などでそれが蓄積・継続されるのは難しかった。第五節で
は，1960 年代日本図書館協会発行『中小レポート』（1963），『市民の図書館』（1970）の主張をたどっ
た。本を市民の身近なものにするためには貸出を増やすべきであり，その実現には開架式であること，
資料の準備や充実が市民の資料要求を拡大し，市民の自律につながることなどである。公共図書館
の役割，都道府県立と中小（市区町村）レベルの関係や，子どもの位置も触れられている。しかし，
これだけではなく他の実践もその地域の実情にあわせてとらえ直す必要がある。
図書館は現在大きな変革の只中にある。これまで直線的に発展してきたとは言い切れない。1960
年代，『中小レポート』『市民の図書館』の過程において図書館サービス，児童サービスの必要性の
認識はより深まったのであろうが，今なお児童サービスの必要性の認識は不十分である。現在にも
継続する問題の本質は何か。『中小レポート』成立前後の詳細な検討が求められる。
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